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調 査 票 

 

 

 

 
 【団体等の名称・御連絡先】 

名 称  

担当者の部署・氏名 （部署）                    （氏名） 

連 絡 先  電話番号 （     ）         － 

      ※ 回答の記入漏れ等があった場合にのみ御連絡させていただくためのものであり、その他の 

     目的に使用することはありません。 

 
 
問１ 貴団体主催で取り組んでおられる教育訓練には、どのようなものがありますか。（複数回答可） 

１．経営者向けの経営セミナー 

２．従業員向けの知識、技能・技術の習得のためのセミナー 

３．一般教養や視野拡大に役立つ講演会の開催 

４．関連資格の取得セミナー 

５．テーマを設けた研究会 

６．階層別研修（新入社員、中堅職員、管理職研修など階層別に行われる研修） 

７．職能別研修（経理、マーケティング、生産管理、安全衛生など、専門的能力を養成する研修） 

８．その他（                                  ） 

 

 
問２ 今後、従業員に対する教育訓練はどのようなものが重要になってくると思いますか。(３つまで) 

１．基礎的な技能・技術の習得          ２．高度な知識、技能・技術の習得 

３．管理・監督業務に必要な能力・知識の習得    ４．業務に関する視野拡大や一般教養      

５．関連資格の取得               ６．ＩＴ分野など新しい技術の知識習得     

７．語学力など国際化への適応能力向上 

８．その他（                                ）    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

各質問項目について該当するものに○印、または御意見を御記入ください。 
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問３ 貴団体の構成企業が新たに人材を採用する際、どのようなことを重視していると思いますか。次

の中から該当するものを上位３つまで選び、回答欄に番号を記入してください。 

１．基礎的な技能・技術   ２．高度な技能・技術 

３．販売・営業力    ４．創造力 

５．交渉能力    ６．忍耐力・継続力 

７．適応力・柔軟性    ８．ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力 

９．語学力     10．ＩＴソフト活用能力 

11．考察力・論理的思考力   12．その他（           ） 

【回答欄】  
 

１位 ２位 ３位 
１～３位で「12．その他」を選択した場合は具

体的に記載して下さい。 

高卒者を採用す

る場合 
    

大卒・短大卒者

を採用する場合 
    

 
 
問４ フリーター、ニート等が正規雇用労働者となるためには、どのような取組が必要だと思いますか。

（１つだけ） 

１．職業訓練の充実             ２．相談窓口の広報強化・充実 

３．自主的な能力開発への支援強化      ４．雇用した企業への助成 

５．その他（                                  ） 

 

 

問５ 本県高校生の県外就職希望者について、どのような理由で県外へ就職を希望しているとお考えで

すか。主な理由を教えてください。（３つまで） 

１．生徒が就職を希望する企業・職種が県内に少ない（ない）ため   

２．県内企業全体の求人が少ないため（県外のほうが業種の選択の幅が広がるため） 

３．県外企業の方が、給料・福利厚生等の待遇が良いため 

４．生徒本人が県外での生活を希望しているため 

５．生徒の保護者が県外での就職を希望しているため 

６．その他（                                 ） 
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問６ 貴団体の構成企業は、技能継承への対応としてどのような取組を行っていますか。（３つまで） 

１． 退職者の雇用の延長（定年延長）、嘱託等での再雇用、指導者としての活用 

２． 新規学卒者の増員 

３． 中途採用者の増員 

４． 非正規社員、派遣労働者、請負業者等の活用 

５． 若年・中堅社員に対する技能・ノウハウ等の伝承 

６． 伝承すべき技能・ノウハウの文書化、マニュアル化 

７． その他（                                                  ） 

８． 特段何の取組も行っていない 

 

 

問７ 今後の少子高齢化社会に向けて、県内企業は今後どのような戦略に重点を置くべきだと思います

か。（３つまで） 

１．海外での生産増大    ２．生産工程の機械化・省力化 

３．業務の外部委託     ４．定年延長・再雇用等による高年齢者の活用 

５．女性の登用     ６．外国人労働者の活用 

７．障がい者の雇用     ８．業務拡大が期待できる新規分野への進出 

９．優秀な人材の確保    10．その他（               ） 

 

 
問８ 県立産業技術専門校についてお尋ねします。 
   県立産業技術専門校を充実させるためには、今後どのようなことが必要だと思いますか。 
   （３つまで） 

１．社会ニーズに合った学科を設ける   ２．生徒の適性・関心に合った学科を設ける 

３．訓練内容の高度化・多様化を図る   ４．指導体制の充実を図る 

５．就職支援体制の充実・強化を図る   ６．施設・設備の充実を図る 

７．ＰＲを強化する     ８．その他（             ） 

 

 県立産業技術専門校とは、 

※平成１５年４月に開校した県立産業技術専門校（西都市）は、高等学校卒業者

等を対象に技術革新や情報化の進展等に柔軟に対応できる技能と知識を兼ね備

えた中核的技能者を養成する公共職業能力開発施設です。 

産業技術専門校 HP はこちら→ 
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問９ 今後、県の職業能力開発行政に望まれることはどのようなことですか。（３つまで） 

１．基礎的な知識・技能を持つ人材の育成 ２．高度な知識・技能を持つ人材の育成 

３．ＩＴ分野等の高度技術者・技能者の育成 ４．障がい者に対する教育訓練の充実 

５．女性に対する教育訓練の充実  ６．中高年齢者の教育訓練の充実 

７．新規学卒者に対する教育訓練の充実 ８．若年者・無業者等に対する教育訓練 

９．在職者に対する教育訓練の充実  10．相談窓口の充実 

11．助成金・補助金等の支援強化  12．教育訓練施設・整備の貸与 

13．職業能力検定制度の充実   14．従業員の自己啓発に対する支援 

15．指導員の派遣、講師の紹介等  16．ものづくり技能継承への支援強化 

17．国際化適応に向けた教育訓練の充実 18．その他（            ） 

 

 
問 10 本アンケート調査に関することや職業能力開発に対する御要望など、自由な意見を御記入くださ

い。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
～ 御協力ありがとうございました ～ 

 
 


